
＜概要＞

現場毎の気象状況を気象センサーで観測し、作業に適さない場合は画面やメールでお知らせします。また、

グラフで気象の傾向を確認でき、作業の再開の目安になります。現場の状況をカメラ映像で確認できます。

＜観測機器＞

名前 仕様

観測対象 ・気温、湿度、WBGT、過去２４時間雨量、過去１時間雨量、連続雨量、

　１０分平均風速、瞬間風速、瞬間風向

観測間隔 ・10秒毎（気温、風向、瞬間風速、WBGT）１分毎（雨量、10分平均風速）

警報伝達方法 ・メール送信、ウェブページの背景色の変化、画面下段の注意喚起欄

カメラ ・３６倍ＥＸ光学ズーム、横旋回３６０°、縦旋回１６２°、オートフォーカス

セキュリティー ・ユーザー名とパスワードの入力

ホームページ種類

ページ種類 仕様

１．ホーム ・気温、湿度、WBGT、雨量、風速、風向、ウェブカメラの映像を表示

２．気温グラフ ・気温、湿度、WBGTのグラフを表示（日単位で表示、過去日付の表示が可能）

３．雨量グラフ ・雨量、風速のグラフを表示　　　（日単位で表示、過去日付の表示が可能）

４．警報設定 ・WBGT、雨量、風速の判定基準値や日時を設定、メール本文を設定

５．メール送信先 ・警報メールの送信先を設定

６．カメラ操作 ・カメラの操作に特化したページ

７．モバイル用 ・ホームとカメラ操作のスマートフォン版

現場モニターシステム「MONILCA」現場モニターシステム「MONILCA」現場モニターシステム「MONILCA」現場モニターシステム「MONILCA」

気温、湿度、雨量、風速、風向 ＷＢＧＴカメラ

現場に設置（標準）

現場事務所、関連会社

ブラウザは「Google Chrome」をご利用ください

現場に設置（オプション）

デジタルサイネージパトライト
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＜１．ホーム＞

＜２．気温グラフ＞

＜３．雨量グラフ＞

色が変化

マウスを近づけると時刻と観測値を表示

気象に関するお願いを表示

表示するデータ数を変更

画面を自動更新

カレンダーで日付を選択すると過去の観測値を表示
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＜４．警報設定（判定値）＞

＜５．警報設定（本文）＞

観測値が警報値以上になるとメールを送信します

観測値が解除値以下になると警報を解除します（次の警報判定を開始します） 警報判定の気象計測値を円グラフで表示

「ＯＮ」の場合のみ警報判定を行います

メール本文に記入したい文章を入力できます。改行もできます。

日本語文字で６０文字まで入力できます。

警報メールを送信したい曜日と時間帯を指定できます。

有効の時は黄色いランプが点きます。
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＜６．メール送信先＞

サンプルメール

メールの受信確認に利用します（全送信先）

宛先は３２件まで登録可能です

メールの受信確認に利用します（個別）

警報の発生日時

警報の内容

観測値と警報値
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＜８．カメラ操作＞

＜９．ホーム（モバイル用）＞ ＜９．カメラ操作（モバイル用）＞

計 測 の 未 来 を 考 え る

お問合せ先

TEL.025TEL.025TEL.025TEL.025----267267267267----1511151115111511

表示される内容はパソコン用と同じです

＜カメラ操作画面のみ可能な操作＞

・画面下のパッドをマウスでクリックしたままにすると横移動（縦移動）を続ける。

・映像画面でマウスをクリックすると、クリックした位置が画面中央になる。

・マウスのホイール操作で拡大、縮小できる。

・全画面ボタンでディスプレイ全体に映像画面を表示できる。

パッド

全画面ボタン

ボタンにより横移動、縦移動、拡大、縮小が可能

動画を表示するため通信量が多くなります。

閲覧時間が長くなる場合はWi-Fiに接続し

てください。

ブラウザを「InternetExplorer」

通信方法を「H.264」にすると

動きが滑らかになります。
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